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研究成果の概要（和文）：本研究では高校生の「キャリア基礎力」育成のための学習教材と教授法を開発した。
開発の特徴はクリティカルシンキングなど「認知体験型」のトレーニングを取り入れた点にある。また学習教材
を用いた授業を定期的に行うと同時にパネル調査を実施した。クリティカルシンキング態度とキャリア基礎力に
関する因果分析の結果，クリティカルシンキング態度（探究心，他者尊重，自己調整）の「探究心」とキャリア
基礎力の全因子（目標志向，状況理解，創意工夫）は双方向に影響することが示唆された。授業前後の効果測定
では，本授業を受講していない生徒に比べ，受講した生徒は，受講後，特に「他者尊重」や「創意工夫」が有意
に向上した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a teaching method and learning material for 
fostering the general foundation skills required in career education for high school students. The 
characteristic feature of the learning material was that we adopted training for "cognitive 
experiences," such as critical thinking. Simultaneously, we conducted a panel study (longitudinal 
research) to teach the class using the learning materials regularly. Causal analyses showed that the
 "inquiring mind" in critical thinking and general foundation skills (target-oriented behavior, 
ability to grasp a situation, and originality and ingenuity) influenced each other. In addition, a 
comparative analysis showed that the "inquiring mind" in critical thinking and "originality and 
ingenuity" of the general foundation skills significantly increased for students who took the career
 education class, but not for student who did not.

研究分野：認知心理学

キーワード： 高校生　キャリア基礎力　基礎的・汎用的能力　クリティカルシンキング　メタ認知
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
 本研究を計画した背景には，児童・生徒の
キャリア教育における焦点が，「4 領域 8 能
力」から「基礎的・汎用的能力」へと移行
したことに伴い，その指導についても見直
しや新たな検討が求められたことにある。
特に，高校の場合，「社会人・職業人として
の自立が迫られる時期にある高等学校にお
けるキャリア教育の充実は，喫緊の課題で
ある」（中央教育審議会答申，2011）と指摘
される通り，早急かつ具体的な指導や対応
が必要である。 
 キャリア教育の指導に関して，これまで，
勤労観・職業観の育成に力が注がれ，社会
的・職業的自立に必要な能力の育成について
は，やや軽視されてきた感がある。体験学習
は重要であるが，それが一過的な「職場・職
業体験」などにとどまってしまうことがある
とすれば，学校のなかで生徒が基礎的・汎用
的能力，すなわち，「キャリア基礎力」を身
につけることは難しいと言えるだろう。 
 キャリア基礎力を育むうえで，「キャリア
発達」をいかに理解するかは重要な点である。
キャリア発達は，知的，身体的，情緒的，社
会的発達とともに促進されるものであり，基
礎的・汎用的能力はその支えとなるもので，
「生きる力」の根幹であることが指摘されて
いる。著者らは，これまで，中学生を対象と
したクリティカルシンキング教育に関する
研究（科学研究費補助金・基盤研究（C）
23501099）のなかで，生徒の「生きる力」が
「クリティカルシンキング態度」や「情報活
用能力」と密接に関連することを見出してき
た。また，適切なスキルや知識の習得が，生
徒自身の考え方や態度に影響し，その結果，
「主体的かつ社会的な行動変化をもたらす」
という一連の発達プロセスを検証してきた。 
 このプロセスモデルは，高校生のキャリア
発達を促す要因を検討するうえでも有効に
なる。検討した結果を踏まえ，エビデンスに
基づいて，高校生のキャリア基礎力を育む学
習ツールや教授法を開発し，そのツールを用
いた授業効果を検証することにより，高校生
の「キャリア基礎力」，すなわち「社会に生
きる力」を育む「キャリア育成カリキュラム」
の開発につながる可能性がある。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では，高校生のキャリア発達に関わ
る諸能力「基礎的・汎用的能力」を「キャリ
ア基礎力」として捉え直し，それを育成すべ
く学習ツールおよび教授法を開発する。 
開発の特徴的な点としては，人間の認知機
能，特に「思考メカニズム」の理論に基づき，
クリティカルシンキング（批判的思考力）の
トレーニングなど，「認知体験型」の素材を
取り入れる点にある。 
 主な研究課題は，①学習ツールおよび教授

法の開発，②学習ツールを用いた授業実践，
③パネル調査による授業効果の検証（測定尺
度の開発，キャリア基礎力とクリティカルシ
ンキングとの関係を検証）の 3点となる。 
 最終段階では，学校など教育現場での実用
化を視野に入れ，キャリア基礎力の諸能力を
系統的に育成・指導するための「高校生向け
キャリア教育カリキュラム」について検討を
行う。 
 
３．研究の方法 
 
１）学習ツールと教授法の開発，授業実践 
   
  高校生を対象に，キャリア基礎力を育む
ことを視野に入れ，クリティカルシンキン
グを中心とする思考トレーニングを取り
入れた講座を実施した。実施回数は，高校
1年時 2回，2年時 2回，3年時 1回の計 5
回程度であった。 

1年時初回は，「クリティカルシンキング
入門－自分の“思考”を思考する」と題した
講演を行った。2 回目以降は，現場教員が
中心となり，演習形式で授業を行った。 

2 回目以降の演習授業は，事前に，授業
担当教員と「授業検討会」を開催し，演習
内容について検討した。具体的には，①授
業の素材（認知的な体験事象，クリティカ
ルシンキングトレーニングに関する問題
など）の選定，②それらの素材を取り入れ
た学習ツール（授業用パワーポイント，生
徒用ワークシート，教員用授業マニュアル
など）の作成，③学習ツールを用いた模擬
授業の実施，④学習ツールや教授法の改善，
の手順で演習内容を確定した。 
  演習後，生徒には，思考の「ふりかえり」
をしてもらった。ふりかえりでは，実際に
問題が解けたかどうか，問題ごとに 3段階
（解けた，途中まで解けた，まったく解け
なかった）で評価してもらうと同時に，「態
度」「知識」「技術」「表現」「理解」それぞ
れについて 5段階で評価してもらった。ふ
りかえりは，調査における自己評価とは別
に，どの程度，クリティカルシンキングの
問題が解けたか（思考の過程）を記録して
おくという点で重要となる。 
  
２）効果測定および「キャリア基礎力」尺度 
の開発等に関する調査 
 
  調査は 2014年 6月～2017年 2月の間に 
年 2回程度（6月と翌年 2月），定期的かつ
縦断的に実施した。調査回答者は，関東甲
信越の高校に通う高校 1～2年生であった。 
 調査項目の構成は，基本的属性（年齢， 
性別，学年など）の他，クリティカルシン 
キング態度，キャリア基礎力，情動知能（豊
田・山本，2011），進路選択自己効力（富
永，2006），学習動機（當山, 2010），抑う
つ（CES-D），などであった。 



なお，調査手続きについては，大学の倫 
理審査を受け，承認を経て実施した。 
 
 
４． 研究成果 
 
１）高校生版クリティカルシンキング態度と 
キャリア基礎力に関する尺度について 
 
クリティカルシンキング態度尺度：高校生
（n＝1581）の調査回答によるデータを解析
した結果，3因子 16項目が抽出された。 
第 1 因子「探究心」には，「他の人があき
らめても自分は答えを探し求め続ける」，「納
得できるまで考え抜く」などの 6 項目（α
＝.80），第 2因子「他者尊重」には，「自分と
は違う考え方の人に興味をもつ」，「自分とは
別の意見も理解しようとする」などの 6項目
（α＝.86），第 3 因子「自己調整」には，「自
分の間違いを認めることができる」，「自分だ
けの考えで頑固な態度をとらない」などの 4
項目（α＝.74）から成ることが示された。 
 
キャリア基礎力尺度：高校生（n＝1569）
の調査回答によるデータを用いて解析した
結果，3因子 22項目が抽出された。 
第 1 因子「目標志向」には，「自分がやる
べきことを見極め自発的に取り組むことが
できる」，「目標を達成するために現時点です
べきことを的確に把握できる」などの 7項目
（α＝.89），第 2因子「状況・理解」には，「相
手に迷惑をかけないように，約束やルール，
マナーを理解して守ることができる」，「聞き
手がどのような情報を求めているかを理解
して伝えることができる」などの 10項目（α
＝.91），第 3因子「創意・工夫」には，「色々
な考え方ややり方を組み合わせて新しいも
のを作り出すことができる」，「相手が納得す
るまで協力することの意義や理由を伝える
ことができる」などの 5 項目（α＝.89）から
成ることが示された。 
 
２）高校生のクリティカルシンキング態度と 
キャリア基礎力の関係について 

 
クリティカルシンキング態度とキャリア
基礎力の因果関係を検討するため，高校生 
555名 （男子 262名，女子 293名）の 6ヵ月
間隔の 2時点の調査データ（Time1：15.79歳，
SD=.73，Time2：16.44歳，SD=.56）を用いて
構造方程式モデリング（SEM）による分析を
行った。分析モデルには，交差遅延効果モデ
ル（cross-lagged effects model，Figure1）と同
時効果モデル（synchronous effects model，
Figure2）を用いた。それぞれの分析において，
飽和モデルおよび変数間に順に無相関を設
けたモデルを設定し，最終的に適合度指標を
基にデータとの当てはまりが最もよいモデ
ルを採択した。以下に，因子間に有意な影響
関係がみられた結果について整理する。 

 交差遅延効果モデルでは，クリティカルシ
ンキングの「探究心」は，キャリア基礎力の
因子全般と双方向に影響し合うことが示さ
れた。また「他者尊重」は「創意工夫」との
間に双方向の影響関係が示された。さらに，
キャリア基礎力のすべての因子は，クリティ
カルシンキングの「他者尊重」と「自己調整」
に影響することが明らかとなった。 
同時効果モデルにおいても，交差遅延効果
モデルの分析結果とほぼ同様の結果が示さ
れたが，さらに，クリティカルシンキングの
「自己調整」から，キャリア基礎力の「状況
理解」へ影響が増すことが分かった。 
 まとめると，キャリア基礎力の育成は，ク
リティカルシンキングのなかでも特に「探究
心」の育成によって，相乗効果が得られる可
能性があることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 1 交差遅延効果モデル 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2 同時効果モデル 
 
 
３）効果測定：受講者と未受講者の比較 
 
 クリティカルシンキングやメタ認知に関
するトレーニングを取り入れたキャリア教
育講座を受講した 7クラスの生徒（受講者群）
と受講していない 7クラスの生徒（未受講者
群）の 6ヵ月ごとの 3地点の調査データを整
理・分析した。 
 分析の結果，受講者群では，クリティカル
シンキングの「他者尊重」（p<.05），キャリア
基礎力の「創意・工夫」（p<.01），「進路選択
自己効力感」（p<.01）が，いずれも 1 地点お
よび 2 地点よりも，3 地点目で有意に伸びた
ことが明らかとなった。また，特筆すべき点
として，学習の動機づけにおける変化があげ
られる。動機づけのなかの「学歴志向」は 1
地点目よりも 3 地点目で有意に下がり
（p<.01），逆に「勉強したことは生活の場面
で役に立つから」や「勉強したことが将来の



役に立つから」といったキャリア発達に関わ
る「内容志向」に関する動機づけは，1 地点
および 2 地点よりも，3 地点目で有意に上が
った（p<.05）。この点は，未受講者の群との
大きな違いでもあり，非常に興味深い結果で
ある。 
未受講者の群では，キャリア基礎力の「目
標志向」（p<.01）と「進路選択自己効力感」
（p<.01）は，1 地点および 2 地点よりも，3
地点目で有意に伸びたが，逆に，学習の動機
づけにおける「内容志向」は，1 地点よりも
2 地点目で有意に下がるという結果であった
（p<.05）。 
 
４）学習ツールと教授法の開発 
 
 クリティカルシンキング態度やキャリア
基礎力の調査における生徒自身の自己評価
だけでなく，授業時の思考トレーニングにお
いて，実際に，どの程度問題が解けたか「問
い」に対する正解率（理解度）を算出し，正
解率と「調査回答」（自己評価）との相関分
析を行った。これにより，クリティカルシン
キングやキャリア基礎力の「因子」と「問い」
の対応関係を多角的に検討すると同時に，授
業を担当した高校教員との「授業検討会」や
「ふりかえり」を通して，教材や教授法に関
する議論を重ね，最終的に，生徒用のワーク
ブックと教員用の授業マニュアルを完成す
るに至った。また，一部の高校ではあるが，
これらのツールを用いた授業をカリキュラ
ムに組み込むことが実現した。 
 さらに，新たに，「進路決定のためのクリ
シン」および「ジュニアのためのクリシン・
クリニック」と題したホームページを作成し
た。そこでは，児童・生徒が自らクリティカ
ルシンキングの態度を測定したり，実際にク
リティカルシンキングに関する問題を解い
たりするなど，Web 版の自己診断ページを開
設した。今後，Web 版で蓄積されたデータを
適宜分析し，結果を学習ツールや教授法の改
善につなげていく予定である。 
 
５）今後の課題と展望 
 
総じて，当初の計画通り研究を遂行し目標
を達成できたと言える。ただし，クリティカ
ルシンキングやメタ認知以外にも，キャリア
基礎力を育む要因について，さらに多角的に
分析・検討を継続していく必要がある。また，
本研究の最終年度には「中学生のためのキャ
リア教育講座」を実施する機会を得た。今後
は研究対象を小・中学生まで広げると同時に，
「クリティカルシンキング」のみならず，「モ
ラルシンキング」の視点を含めて，教育現場

におけるキャリア教育のあり方を検討する
必要があるだろう。小・中学生から大学生，
社会人に至るまで，系統立ったキャリア教育
を考案することがますます重視される。 
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－人間の記憶と思考，茨城高校主催『職
業教育講演会』，招待講演（茨城高校，茨
城県水戸市）2016年 11月 2日． 

 
〔その他〕 
ジュニアのためのクリティカルシンキング 
６つの「力」をきたえる HP追加・更新 
・進路決定のためのクリシン 
 http://www.jumonji-u.ac.jp/sscs/ikeda/critical_ 
 thinking/career/index.html 
・ジュニアのためのクリシン・クリニック 
 http://www.jumonji-u.ac.jp/sscs/ikeda/critical_ 
 thinking/junior-clinic/index.html 
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